
表２　平成19（2007）年末におけるHIV感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、感染経路別累計

診断区分 感染経路
男 女 計 男 女 計 男 女 計

HIV 異性間の性的接触 1663 505 2168 311 738 1049 1974 1243 3217

同性間の性的接触*1 4185 3 4188 268 0 268 4453 3 4456

静注薬物濫用 21 1 22 20 2 22 41 3 44

母子感染 13 8 21 4 7 11 17 15 32

その他*2 123 31 154 33 18 51 156 49 205

不明 592 74 666 298 508 806 890 582 1472

HIV合計 6597 622 7219 934 1273 2207 7531 1895 9426

AIDS 異性間の性的接触 1302 157 1459 227 168 395 1529 325 1854

同性間の性的接触*1 1207 1 1208 95 2 97 1302 3 1305

静注薬物濫用 12 3 15 19 0 19 31 3 34

母子感染 9 3 12 1 4 5 10 7 17

その他*2 93 17 110 19 10 29 112 27 139

不明 644 60 704 288 127 415 932 187 1119

AIDS合計*3 3267 241 3508 649 311 960 3916 552 4468

凝固因子製剤による感染者
＊４

1,420 18 1,438 － － － 1,420 18 1,438

*1 両性間性的接触を含む。

*2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む 。

*4「血液凝固異常症全国調査」による2007年5月31日現在の凝固因子製剤による感染者数

日本国籍 外国国籍 合計

*3 平成11年3月31日までの病状変化によるエイズ患者報告数154件を含む。


